
























国庫補助金
277 億円

（82.6%）

一般財源
27億円

（8.0%）

諸収入
25 億円
（7.6％）

繰入金
6 億円

（1.8%）
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Ⅱ. 令和3年度予算について

新型コロナウイルス感染症対策
～感染症の克服・社会経済活動の両立～

② 業と雇用を守る① 暮らしと命を守る

④ 学びを支える③ 新しい生活様式の確立

当初予算
228億円　

専決処分
40億円　

5月補正(臨時)

飲食店の感染防止対策支援
観光・宿泊事業者の支援
時短要請に伴う飲食店への支援

医療提供・相談・検査体制の強化
ワクチン接種体制の強化
ひとり親家庭・女性・学生への支援

オンライン学習環境の整備
教員の負担軽減
学校における感染症対策

事業者の新しい生活様式対応の支援
県産品の販売促進活動の展開
新たなツールによる消費生活相談

ローカル5Gを活用した
遠隔医療の推進

国・全国知事会の動きに呼応し
「県デジタル社会推進本部」を核として

全国に先駆けた取組を加速！

デジタル社会実装関連予算
～全国に先駆けたデジタル社会の実装～

県民に利便性を実感いただける行政システムの変革
デジタル化を享受できるユニバーサルな環境の整備
5G等を活用した地域課題解決の加速

※積極的に国庫補助金を活用しており
県財政への影響は限定的

中四国初
燃料電池バス路線運用

グリーン社会構築関連予算
～気候危機を迎え撃ち脱炭素をリード～

温室効果ガス削減に向けた「緩和策」と
気候変動の影響に備える「適応策」で

「環境首都とくしま」を加速！

環境と経済の好循環
地域資源の最大限活用
県民総活躍（市町村連携）

「気候変動」×「防災」
影響のプラス面活用
適応策の更なる浸透

予算総額
335億円　 67億円　内

訳

【財源内訳】

Ⅱ-⑤ 令和3年度重点施策

旧海部病院での
患者等受入れ

新しい生活様式導入支援

予算総額
38億円　

予算総額
460億円　






























